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　▼…釧路の市街地を挟んで東西に位置

する市立博物館と湿原展望資料館。お互

いに無関係なようでいて、実は見えない

神経でつながっている。一方が理知的・合

理的な右脳で、もう一方は直感的・感性

的な左脳の関係にある。「都市はいろんな

記憶が集積した脳である」。異端の建築

家・毛綱毅曠さんが亡くなられたと聞き、

以前うかがった話を思い起こした。

　▼…ふるさと・釧路に思いを込めた多

くの意欲的な作品を残している。しかし、

全国に散らばる建築物を見ると、そこに

表現されているのは、単に建築家の個性

やこだわりといったものではないことに

気付く。一見して奇抜な造形の中に、そ

のまちの遺伝子が組み込まれているよう

にも、見えてくる。

七福神都市構想

　●市町村合併を考える-13    …… 　「駆け込み合併」の落とし穴　　

　●212ふるさと情報　……………　修学旅行の現地状況を速報

　●最前線リポート　………………　自己評価公開し住民の意見公募

　●自治体北南　……………………　高齢者向け「はつらつ新聞」創刊

　●ＤＡＴＡ   ………………………　なぜ浸透しない？生ごみリサイクル

　▼…毛綱さんの「七福神都市構想」は

とてもユニークだ。大黒天は農業、恵比

寿様は漁業の神様で都市の蛋白源を担う。

弁天様は文化や市場を起こし、学問や記

憶を司る。毘沙門はセキュリティ、寿老

人は医療・工業・ハイテクの部分を補い、

福禄寿は情報や都市生活の願望のような

ものを象徴しているといった具合だ。

　▼…これら 7つの要素をバランス良く

ネットワーク化した都市システムを描い

ている。しかもこの基本形は、人体、都

市、国、地球、宇宙に相似形に存在する、

理想のシステムなのだという。なんとも

壮大な話ではあるが、現在の日本という

国土に当てはめて考えると、そのバラン

スとネットワークが崩れた状態にあるの

かも知れない。　　　　　　　　（梶）
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首長主導で急加速する合併論議

合併協議会参加自治体 都道府県 主な動き 合併時期
　　　●2001年設置
　内海・土庄・池田町（4月） 茨城県 　住民発議、2002年中に結論 協議中
　朝霞市・志木市・和光市・新座市（4月） 茨城県 　住民発議 協議中
　江田島・能美・沖美・大柿町（4月） 岡山県 　4町長合意 協議中
上五島・有川・新魚目
若松・奈良尾町（4月）

長崎県 　2000年 8月任意協議会設置 協議中

　取手市・藤代町（4月） 茨城県 　96年 11月任意協議会設置 協議中
　東野・木江・大崎町（7月） 広島県 　2000年 11月研究協議会設置 2003年春目標
福江市・奈留・岐宿町
三井楽・玉之浦・富江町町（7月）

長崎県 2000年 8月研究会設置
住民アンケート実施

協議中

　大船渡市・三陸町（7月） 栃木県 　2001年 6月任意合併協設置 協議中
　高富・美山町・伊自良村（8月） 岐阜県 　2001年 2月首長らで研究会 協議中
　勝本・郷ノ浦・芦辺・石田町（8月） 長崎県 　99年 8月研究会設置 協議中

市町村合併を考える-13

　合併特例法の期限が切れる2005年3月までの

ゴールインを視野に、市町村合併をめぐる動き

が全国で活発化しています。総務省のまとめで

は、6月末時点で合同の研究会や勉強会を持っ

ている自治体は、180地域 904市町村に上って

います。

　■「合併予備軍」は 39％に拡大

　一方、法定協議会の設置は25地域93市町村、

任意協議会は36地域175市町村に上ります。こ

れらを総計した「合併予備軍」は1247市町村で、

全市町村（3224）の38.7％に達しました。この

7、8月に法定の合併協議会を設置した5地域を

見ますと、住民発議によるものは姿を消し、わ

ずか 1年ほどの間に合同研究会や任意協議会か

ら移行した「首長主導・スピード合意型」が目

立っていることが分かります。

　ことし 1月に西東京市となった田無・保谷両

市の場合は、市長が合併に積極姿勢を示してか

ら任意協設置まで約 7年、任意協から法定協ま

で約 1年半、さらに合併施行まで 1年 2か月を

要しました。新潟市に編入合併となった黒埼町

の場合は、任意協から合併施行まで 5年以上か

今年に入ってから設置された法定の合併協議会

かりました。

　合併促進

のために国

や都道府県

の支援措置

が次々と強

化されてい

ることが背

景にあると

はいえ、かな

りのスピー

ドぶりであ

ることがう

かがえます。また、特例措置を当て込んでの「駆

け込み」的な側面も否定できず、今後も同様な

傾向が続きそうな気配です。

　表にある岩手県の大船渡市と三陸町の場合は、

市長の合併方針表明が昨年11月で、今年6月に

は任意合併協を設置、7月には法定協に移行し、

この8月31日に合併協定に調印、11月15日の

合併施行と駆け足で合併準備が進行しています。

恐らく「最速のゴールイン記録」となるでしょ

う。
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問われる論議の熟度と住民参加

【大船渡・三陸の合併をめぐる動き】
　● 99年 9月　三陸町の佐々木菊夫町長

が議会で、大船渡市との合併を視野に入れ

た検討委設置の方針表明

　●2000年8月　大船渡市　部課長級職

員で検討委設置

　●11月14日　大船渡市の甘竹勝郎市長

が三陸町との合併推進の方針表明、広域行

政推進係を新設　

　●2001年3月　大船渡市が住民説明会

　●5月　両市町の職員による合同検討会

設置

　● 5月 15日　三陸町議会　議員提案の

住民投票条例案を賛成 8反対 11で否決

　●6月5日　市議会の調査特別委　20対

3で合併推進

　●6月6日　任意による合併推進協議会

が発足、三陸町内の住民団体が合併の可否

を問う住民投票条例の制定を求める直接請

求書を提出

　● 6月 12日　三陸町議会　直接請求に

よる住民投票条例案を賛成6反対13（白票

2）で否決

　● 6月 19日　大船渡市議会で調査特別

委が合併推進の報告書提出

　●7月5日　両議会　三陸町の大船渡市

への編入合併、建設計画案を承認

　● 7月 16日　法定合併協設置

　●8月8日　11月15日合併の方針公表

　● 8月 31日　合併協定に調印

　● 9月　定例議会で最終審議予定

　● 11月 15日　合併施行予定

　岩手県南部の大船渡市の人口は約３万7千人、

北に隣接する三陸町は約8600人。合併が実現す

ると、久慈市を抜き、宮古、釜石に次ぎ沿岸地

方第３の都市となります。 沿岸南部の中核的な

国際港湾都市を目指す大船渡市は、その第一歩

と位置付けて合併推進の方針を掲げました。北

里大学水産学部など学術研究機関が立地する三

陸町との合併は、メリットが大きいと考えられ

ます。

　■住民投票条例の制定案は否決

　大船渡市に比べ合併の機運が熟していなかっ

た三陸町では、議会と住民の間で論議が沸騰し

ました。特に、ことし 11月 17日の町長の任期

満了を前に合併に漕ぎ着けようとする動きには

慎重な姿勢を示し、今任期中の合併の可否につ

いて住民投票を求める議案提案が行われました。

また、町内の住民団体は、合併そのものの可否

を問う住民投票条例の制定を直接請求しました。

結果はいずれも否決され、「合併は議会制民主主

義に従い、町議会が決定すべき問題だ」とする

町長の付帯意見が追認された形となりました。

　住民に対する説明としては、7月に集中的に

懇談会が開催されました。両市町合わせて12会

場で住民約500人が参加しました。大船渡側で

は早期合併を求める意見が多かったのに対し、

三陸町側では地区によって賛否両論が飛び交い、

慎重・反対意見も目立ちました。

　合併協議会の議論を公開するなど情報開示の

工夫は行われていますが、ごく短期間の論議で

住民の意向が十分汲み入れることができるのか、

編入合併であるがために特に「編入される側」へ

の説明と参加の機会が確保されているか、きち

んとした検証と、今後の課題を整理することが

必要でしょう。

「駆け足合併」の大船渡市と三陸町
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212ふるさと情報拾い読み
ＨＰ

　■ 8/31　厚田村　北海道むらこん 24　9月

23日開催の「第15回北海道むらこん 24」詳細

情報がアップされています。道内24村が年に一

度集まり、共通の課題について語り合う恒例イ

ベント。各村の特産品を提供する「むらこん市

場」のほか、「教育サミット」なども予定されて

いるようです。

　■8/30　砂川市　まちなか活性化で意見募集

　「まちなか活性化の推進」に向けた「JR砂川駅

東部の開発」についての構想説明と意見募集の

ページがアップされています。意年募集は「広

報すながわ」に回答用紙を折り込むほか、専用

アドレスを設け、Eメールでも受け付けていま

す。

　■8/30　函館市　ごみ有料化の説明資料　環

境のページに、来年 4月から実施の「家庭ごみ

処理の有料化」と「その他プラスチック製容器

包装の分別収集」についての説明会案内と資料

がアップされています。また市内の中学生を対

象にした「環境かべ新聞コンテスト」の作品募

集情報も掲載されています。

　■ 8/30　帯広市　特集「市町村合併を考え

る」　広報「おびひろ」9月号がアップされ、特

集「市町村合併を考える」が掲載されています。

PDF版は2ページで、「今、なぜ市町村合併が話

題になっているか」をテーマに、合併の歴史や

最近の国の動向、合併推進の背景などを解説し

ています。

　■8/28　白糠町　市町村合併特集第4弾　連

載中の特集「どう考えるあなたのマチの市町村

合併」シリーズ第4弾がアップされています。ユ

ニークなキャラクターが合併問題を分かりやす

く開設する企画で、今回のテーマは「将来のマ

チをどう描くのか」。ボリュームたっぷりの内容

で、町民、農協、議会関係者、そして町長への

インタビューも掲載しています。

修学旅行の現地速報
　速報やきめの細かい情報提供で定評のある生田原町ホームページに、生田原中学校の修学

旅行の現地速報が、昨日の出発時の写真とともに掲載されています。

　現地状況は、引率の教頭先生から今日午前7時30分に入った連絡をもとにしており、小樽

市内での前日の見学や、宿泊先のルスツリゾートの様子、これからの日程などを簡潔に紹介、

「全員元気で楽しく過ごしているのでご安心ください」と伝えています。

　この記事を掲載するには、前日の出発時取材、今日

早朝の連絡待ち、原稿化、アップ作業などが必要と思

われます。情報が価値を持つのは、ほんの数日ですが、

生徒の保護者の皆さんにとっては、なんともうれしい

情報でしょうし、それを提供しようとするWEB担当者

の姿勢にも感心させられます。

　中学校がいくつもあるような都市では、とてもこう

はいかないでしょう。町民が、それぞれの顔を知り

合っている。そんな小さい町には、小さい町ならでは

の自治体ホームページ情報があるということを、今回

の速報が教えてくれているような気がします。

　　（2001/08/28　典）
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NEWS 　●8/24　青森、秋

田県　十和田湖の環

境改善で指針策定

　青森、秋田両県は、

十和田湖の水質改善

とヒメマスの資源量

回復を目指し「十和

する「元気はつらつ新聞」を創刊した。Ａ３判

裏表で月1回発行。健康に関する町民アンケー

ト、町民の歩行数調査の結果を掲載している。

予算の関係で全戸配布できないが、健康づく

り事業の参加者や保健センター窓口などで配

る。

　●8/21　西伊豆町（静岡県）　ライフライン

確保で水道業者と災害協定

　西伊豆町は、水道工事業者10社が参加した

西伊豆管工事工業組合との間で「町水道災害

等における応援に関する協定」を結んだ。地震

などで町内の水道施設に被害が発生し、復旧

に緊急を要する場合、町は組合に応援活動を

要請することができ、組合は応急給水活動、応

急復旧活動などを行うものとしている。

　●8/17　松島町（長崎県）　天草上島４町合

併推進協が中間報告　

　大矢野、松島、姫戸、龍ケ岳の天草上島4町

による任意の合併推進協議会は、合併により

町職員を 90人削減、約 4億 6千万円の経費節

減が可能となるなどとする中間報告をまとめ

た。デメリット・課題としては、介護保険の保

険料の格差解消、町名などのイメージブラン

ドがなくなる点などを挙げた。各町の検討委

員会や住民説明会を通して、中間報告の内容

を住民に伝える。

　●8/17　菊池市（熊本県）　菊池地域8市町

村が任意合併協設置へ

　菊池地域の 8市町村長で構成する市町村合

併検討会は、年内に任意協議会を設立するこ

とで合意した。各市町村の総務課長レベルで

協議を進め、合併論議のためのたたき台を作

成する。合併そのものについては、論議を尽く

すことが重要で白紙に戻す場合もある、など

慎重な意見も出された。

　（詳細情報は事務局にお問い合わせ下さい）

田湖水質・生態系改善行動指針」を策定した。

良好な水質と生態系の維持、環境保全意識の

啓発など4つの目的を設定し、目的達成に向け

た具体的な方法として、下水道接続率の向上、

水生生物の総合的管理、流入河川調査など 19

項目を挙げた。

　●8/23　相模原市（神奈川県）　希望に応じ

職員の旧姓使用認める

　相模原市は、男女共同参画社会の実現を目

指す考えに立ち、職員が旧姓使用を希望すれ

ば使用できる制度を9月1日から導入する方針

を明らかにした。非常勤などを除く一般職の

男女職員を対象とし、職員録や名札、名刺、各

種身分証明書などに旧姓を使用できる。職員

アンケートでは、約９３％が旧姓使用を認め

る制度を「必要」と回答していた。

　●8/22　名川町（青森県）　ボランティア登

録制度がスタート

　名川町社会福祉協議会は、若い世代を中心

に幅広い層の町民にボランティア活動参加の

機会を広げるため、ボランティア登録制度を

スタートさせた。自分でできる範囲での活動

に重点を置き、登録希望者には手帳と登録証

を配布する。スケジュール表などが付き、日常

生活でも利用できるボランティア手帳も作成

した。

　●8/21　紫波町（岩手県）　高齢者向け「元

気はつらつ新聞」を創刊

　「元気なお年寄りを増やす」をスローガンに

多彩な活動を進めている紫波町は、町の健康

づくり施策や町内の元気な高齢者などを紹介

●

●

●

●

　　　

●

●
●
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　熊本県・政策評価とパブリックコメント最前線リポート　

　本年度から「政策評価制

度」を本格導入した熊本県

は、総合計画で重点目標に掲

げる 6 つのプロジェクトの

2000年度実績についての自

己評価の結果を公表しまし

た。各部局・課による第 1次

評価に基づいて、企画開発部

が調整を加えた第 2 次評価

が、その内容となっていま

す。パブリックコメント、県

総合計画推進委員会評価部会

の評価を経て、年内にも最終

評価が確定することになって

います。

　政策、施策、事業について

それぞれ「Ａ＝十分な成果」

「Ｂ＝おおむね成果」「Ｃ＝一

定の成果」「Ｄ＝あまり成果

上がらず」「Ｅ＝ほとんど成

果上がらず」の5段階評価の

方式が取られています。個別

政策は右の表のとおりで、施

策、事業を含めてＤ、Ｅ評価

はありませんでした。

　自己評価の結果は県庁や県

立図書館、各地域振興局など

で県民が閲覧でき、県のホー

ムページにも公開されていま

す。県民からの意見や提案

は、郵便やファクス、電子

プロジェクト
名

政　策　項　目 評価

　新産業創出支援と産業間連携の促
進

　Ｃ

　売れる農林水産物づくり 　Ｃ
　新技術・新製品開発と生産技術の
高度化

　Ｂ

　企業誘致による就業の場の拡大 　Ａ
　物流の効率化と市場拡大 　Ｃ

　経済力向上
　

　高齢者・助成の就業支援と就業能
力向上

　Ｃ

　県境を越えた地域連携 　Ｃ
　新刊先決促進と新駅周辺整備 　Ｂ
　高規格道路の整備 　Ｂ
　観光交流産業の展開と国際交流 　Ｃ

　交流活発

　地域情報力の強化 　Ｃ
　災害防止と危機管理体制づくり 　Ｂ
　犯罪の質的変化への対応と交通安
全教育

　Ｂ

　環境立県に向けたリーディングシ
ステム

　Ｂ

　豊かな環境の保全と創造 　Ｂ

郷土の安全と
環境保全

　環境と調和した産業の展開 　Ｃ
　人権意識の高揚 　Ｃ
　少子化対策の推進 　Ｃ
　障害者・高齢者の自立支援体制の
整備

　Ｃ

共生の社会
づくり

　やさしいまちづくりの推進 　Ｃ
　教育改革の推進 　Ｃ
　生涯学習推進体制の確立 　Ｃ
　科学技術力の強化 　Ｃ
　総合型地域スポーツクラブの育成 　Ｂ

　人のちから
興し
　
　

　健康長寿生活の推進 　Ｂ
　市町村合併の推進 　Ｂ
　男女共同参画システムづくり 　Ｂ
　にぎわいのあるまちづくり 　Ｃ

協働による
活力創造

　協働事業の展開 　Ｃ

6 8

自己評価公表し、県民の意見募集



XXTTpressNNee 212212--

webwebwebwebweb版版版版版 URL    http://www.com212.comURL    http://www.com212.comURL    http://www.com212.comURL    http://www.com212.comURL    http://www.com212.com

メールで受け付けています。自己評価と第三者

機関による外部評価だけでなく、パブリックコ

メント制度を有効活用している点で、注目され

ます。

　しかし、評価表は全体で 600ページものボ

リュームがあり、意見の募集期間は 1か月しか

ありません。個々の行政サービスの受益者だけ

でなく、タックスペイヤーとしての立場から、よ

り多くの住民が内容をきちんと理解した上で、

どれだけ具体的な意見や提言を示すことができ

るのか。行政と住民が情報を共有し、新たな政

策展開につなげるという点では、まだまだ課題

がありそうです。

7 8

「協働による活力創造プロジェクト」の政策評価表の一部

情報共有、政策立案になお課題
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DATADATADATADATADATA 生ごみリサイクル率わずか 12％

　【ブック】

■分権元年　……………………………　2号

■地方債格付け　………………………　3号

■財政運営　……………………………　3号

■情報公開　……………………………　5号

■市町村合併　……………………　4、10号

■情報公開　……………………………　5号

■ＰＦＩ　………………………………　9号

■ＩＳＯ14001　………………………　11号

■ＩＴ革命　……………………………　13号

■公共事業　……………………………　14号

■地域医療と介護　……………………　15号

■生涯学習　……………………………　16号

■エコマネー　…………………………　17号

■住民投票　……………………………　18号

■条例づくり　…………………………　19号

■パートナーシップ　…………………　21号

■ゼロエミッション　…………………　22号

■循環型社会　…………………………　23号

■第三セクター　………………………　24号

■Ｕターン・田舎暮らし　……………　25号

■地方財政　……………………………　26号

■男女共同参画　………………………　27号

■景観保全　……………………………　28号

■グリーンツーリズム　………………　29号

■ＴＭＯ　………………………………　30号

■アカウンタビリティ　………………　31号

■高齢化社会　…………………………　32号

■地方議会　……………………………　33号

■アカウンタビリティ 2　……………　34号

■ナレッジマネジメント　……………　35号

■ユニバーサルデザイン　……………　36号

■オンブズマン制度　…………………　37号

■地方財政 2　…………………………　38号

■地域経営　……………………………　39号

■クリーンエネルギー　………………　40号

■地球温暖化　…………………………　41号

■超民営化　……………………………　42号

■協働とまちづくり　…………………　43号

■地方議会 2　…………………………　44号

■地域の協働　…………………………　45号

■海洋深層水　…………………………　46号

■首都機能移転　………………………　47号

BACKNUMBERBACKNUMBERBACKNUMBERBACKNUMBERBACKNUMBER

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

376
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1772

979
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その他

生ごみはリサイクルしなくて良いと思う

周囲でやっている人がいない

コンポストを作っても使い道がない

生ごみ処理機を置く場所がない

自治体がやっているから

面倒なので

どうしていいか分からない

考えたこともない 　家庭から出る生ごみの処

理に関する農水省の消費者

意識調査によると、地域や

家庭内でリサイクルしてい

るのは全体の 12％どまり。

大半が自治体に排出してい

た。生ごみリサイクルに取

り組んでいない理由は、左

のグラフのとおり。全体の

約38％が「どうしていいか

分からないから」と答えた。

考えたこともない

どうしていいか分からない

面倒なので

自治体がやっているから

生ごみ処理機を置く場所がない

コンポストを作っても使い道がない

周囲でやっている人がいない

生ごみリサイクルは不要だ

その他


